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研究成果の概要（和文）：遊び、ノマド、迷宮、オートメーション、集団的創造などの特徴を有する「もうひと
つの都市」を構想した、オランダの芸術家コンスタント・ニューウェンハイスによるプロジェクト「ニューバビ
ロン」（1956-74）について、主に絵画のディシプリンが基盤をなし、彫刻、模型、地図などのメディア間の
「翻訳」がなされる過程を明らかにする研究を進めた。さらに芸術家と鑑賞者、建築家とユーザー、作り手と使
い手などの関係性を変容させるニューバビロンの射程を領域横断的に浮かび上がらせた。

研究成果の概要（英文）：The project "New Babylon" (1956-74) by the Dutch artist Constant 
Nieuwenhuys, who conceived of "another city" characterized by play, nomadism, labyrinth, ephemeral, 
automation, and collective creativity, was mainly based on the discipline of painting. In addition, 
we have conducted research to clarify the process of "translation" between media such as sculptures,
 models, maps, etc., based mainly on the discipline of painting. Furthermore, we have made a 
trans-disciplinary study of the scope of New Babylon, which transforms the relationship between 
artist and viewer, architect and user, maker and user, and so on.

研究分野：都市・建築論
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来、絵画を中心とする美術史、模型を中心とする建築史の文脈に分断されてきたニューバビロンに関する先行
研究に対して、本研究では、両者の文脈を架橋しながらニューバビロンの多面性を考察した。ニューバビロンの
個々の作品について、美術史や建築史の観点にとどまらず、社会学や地理学などの観点からも、通史的かつ多角
的に明らかにすることで、都市や建築の経験をめぐる学際的な研究の枠組みを構築することができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 フランスの思想家アンリ・ルフェーヴルの都市・空間論は、空間を物理的形態と社会的形態の
二重性から批判的に捉え返す「空間論的転回」の嚆矢として、社会学、地理学などの領域におい
て再評価されてきた。しかしながら、ルフェーヴルが都市・空間論を執筆した 1950-60 年代当時
の建築界において、それらがどのように受容されたかについての研究は十分になされてこなか
った。 
 また、シチュアシオニストに関しても、主宰者であるギー・ドゥボールの『スペクタクルの社
会』や『映画に反対して』など、消費社会論や映画論の文脈に偏った受容がなされ、シチュアシ
オニストの建築論についての研究は蓄積されていない。 
 そこで本研究では、ルフェーヴルの都市・空間論の思想を具現化したプロジェクトという性格
を有し、シチュアシオニストのメンバーのなかで建築の分野を牽引した、オランダのコンスタン
ト・ニューウェンホイスによる「ニューバビロン」（1956-74）を主たる研究対象に据えて、ルフ
ェーヴルの都市・空間論とシチュアシオニストの建築論を架橋し、1950-60 年代の建築をめぐる
無名性の思想史の研究に従事する必要性を認識するに至った。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、第一に、1950-60 年代のルフェーヴルの都市・空間論が同時代の建築界にどのよう

に受容されたのかを明らかにすること、第二に、シチュアシオニストのメンバーであるコンスタ
ントの「ニューバビロン」の全貌を、絵画を制作していたオランダ実験グループや CoBrA の時
期、彫刻／コンストラクションを制作していた時期、シチュアシオニストとして活動し、建築模
型やドローイングを量産した前期ニューバビロン、絵画の制作に回帰した後期ニューバビロン
という 4つの時期に区分し、オランダの美術館・建築博物館のアーカイヴや収蔵庫の一次資料の
分析によって、通史的に研究すること、第三に、第一と第二の研究内容を通じて、ルフェーヴル
とシチュアシオニストの建築論を架橋し、1950-60 年代の建築をめぐる無名性の思想史に、ルフ
ェーヴルおよびコンスタントを位置づけ、それらの現代的意義を詳察することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
(1)  オランダやフランスを中心とするヨーロッパ、アメリカやイギリスなどの英語圏それぞれ

の国において、コンスタントに関する先行研究が展開されてきた文脈は異なる。そのため、
コンスタントに関する先行研究を、第一に、ジャン・クラランス・ランベールらによる概説
史、第二に、ウィレマイン・ストクヴィスやマルセル・ヒュームリンクによるオランダ実験
グループや CoBrA を対象としたオランダの戦後美術史、第三に、シチュアシオニスト研究、
第四に、英語圏におけるマーク・ウィグリーらによる建築史・建築論、第五に、展覧会図録
という 5つの文脈に分類して整理した。 

 
(2)  2017年9月から 2018年 8月までデルフト工科大学客員研究員として、オランダに滞在し、

オランダ国立美術史研究所（RKD）、アムステルダム市立美術館、CoBrA 美術館、コンスタン
ト財団などにおいて、オランダ実験グループ・CoBrA 時代からニューバビロン後期に至るま
での一次資料の収集と分析を集中的に行ない、画家としてキャリアを出発したコンスタント
が、絵画から彫刻／コンストラクション、建築へと関心の矛先を移行させていった経緯を整
理した。またニューバビロンの着想源となったジプシーのキャンプがあるイタリアのアルバ、
シチュアシオニスト結成の場となったコージオ・ディ・アッローシャなどで聞き取り調査を
実施した。 

 
４．研究成果 
 
(1)  絵画のディシプリナリティが、どのようにニューバビロンの制作に発展、継承されてい

ったのかを明らかにするため、ニューバビロン前史に関する研究として、オランダ実験グ
ループや CoBrA 時代の絵画の特徴について、子どもや動物の本能・自発性、ロートレアモ
ン伯爵の詩学やガストン・バシュラールの物質的想像力などとの結びつきを踏まえながら
まとめた。CoBrA 時代に関しては、動物、子ども、擬人化した動物などを描いた CoBrA 前期
と、戦争をめぐる恐怖や不安、空襲や火災による惨状、都市に暮らす人間の不自由さを描い
た CoBrA 後期に区分したうえで、絵画の技法、線、色彩、構図などの形式レベル、モチーフ
などの内容レベルから分析をした。 

 



 

 

(2)  CoBrA の運動を、シュルレアリスムやプリミティヴ・アート、ジョアン・ミロ、パウル・
クレーなどと関係づけながら、戦後ヨーロッパの美術史的文脈に位置づけるとともに、デ
ンマークやベルギーとは異なるオランダ固有の文脈を浮かび上がらせた。 
CoBrA解散後のコンスタントの絵画が幾何学的性格を帯びはじめ、色彩の造形的・空間的
使用を探究するようになる「抽象への過渡期」について、CoBrA のメンバーでもあったイギ
リスの芸術家スティーヴン・ギールバート、オランダの建築家アルド・ファン・アイク、へ
リット・リートフェルトらとの交流が与えた影響について、往復書簡などの一次資料をも
とに明らかにした。 
CoBrA 時代の絵画から、Neovision 時代の彫刻／コンストラクションへの移行に関して、
デ・ステイル、ロシア構成主義、ニコラ・シェフェール、ルチオ・フォンタナなど、先行・
関連する美術史的文脈を踏まえながら、建築を軸とした「芸術の総合」および空間の観点か
ら考察を進めた。 

 
(3)  CoBrA 時代の絵画における蛇・車輪・螺旋のモチーフ、Neovision時代のコンストラクシ

ョン、ニューバビロンの最初期の作品である「アルバのジプシー・キャンプためのデザイ
ン」の螺旋とのつながりを見出した。 
ギー・ドゥボールとコンスタントの往復書簡などの分析を通じて、両者の技術および建

築観の違いや、シチュアシオニストのなかにおけるコンスタントの立ち位置を明らかにし
た。また、ルフェーヴルの日常生活批判、契機、社会−空間などの概念が、ニューバビロン
の理論と実践において、どのように具体的に受容され、展開していったのかを明らかにし
た。 
 

(4)  前期ニューバビロンの模型が持つメディアとしての固有性や展示方法の特徴に関して、
デン・ハーグ市立美術館所蔵のコレクションや図録に当たりながら分析した。これまで先
行研究では見過ごされてきた中期ニューバビロンの地図制作に関しては、未刊行のコンス
タントの文書を紐解き、地図制作の狙いと内容について考察した。 
コンスタントが地図制作に着手するようになった理由を含め、さまざまなディシプリン

およびメディウムを横断するニューバビロンのプロジェクトにおける地図制作の位置づけ
はこれまで十分になされてこなかった。そこで前期ニューバビロンにおける模型の制作を
中止し、後期ニューバビロンにおける絵画の制作に回帰する過渡期にあたる中期ニューバ
ビロンの地図制作に着目し、建築のスケール（尺度）をめぐる建築的思考と、地図のスケー
ル（縮尺）をめぐる地理学的想像力との関係性を明らかにした。 

 
(5)  これまでニューバビロンに関する先行研究は、絵画論と建築論のどちらかに偏ったかた

ちでなされる傾向にあった。それに対し、本研究では、ニューバビロンを絵画、ドローイン
グ、彫刻／コンストラクション、模型、地図、テキスト、映像などの諸メディアの「翻訳」
過程に存在するものとして捉え返した。そのことにより、これまで絵画を中心とする美術
史、模型を中心とする建築史の文脈に分断されてきたニューバビロンに関する先行研究に
対して、両者を架橋しながら、ニューバビロンをめぐる諸メディアの固有性と領域横断的
な性格を明らかにすることができた。 

 

(6)  ニューバビロンには、第一に、人びとの「遊び」によって形づくられるボトムアップ型の

集団制作である点に、たとえばタクティカル・アバーニズム、プレイス・メイキング、社会

実験などへと連なる源流を見出すことができる。第二に、労働の概念が消滅し、オートメー

ション化した都市の構想であったという点は、AI と人間との共生をめぐる問題へと接続し

て議論しうる射程を持っている。第三に、芸術家と鑑賞者、建築家とユーザー、作り手と使

い手などの関係性を書き替えるプロジェクトであったという点からは、建築・建築家の社

会学に関する理論的枠組みを抽出することができる。今後の展望としては、ニューバビロ

ンが有するこれら現代的意義についての研究に取り組みたい。 
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